
下松市立下松中学校

自分の考えをもち、それを数学的に表現する力の育成

指導者 田中 俊光

１ 本校生徒の現状

平成２６年４月２２日（火）に、中学３年生を対象に実施した全国学力・学習状況調

査の本校の結果は次のようになる。

(1) 各教科ごとの結果

教科 よ く で き て い る 点 課 題 の あ る 点

〇 短い文章について、自分の考えをもっ △ 長い文章について、複数の資料を読み

国語 たり、根拠を明確にして自分の考えを書 要旨をとらえたり、伝えたい事実や事柄

いたりする。 が明確に伝わるように書く。

〇 数量や図形についての知識・理解、及 △ 日常的な事象を表した図を観察し、空

数学 び数学的な技能。 間における位置関係を的確にとらえる。

〇 予想された事柄が成り立たないことを

判断し、理由を説明する。

(2) 生活習慣や学習環境等に関する結果

望 ま し い 状 況 課 題 と み ら れ る 状 況

〇 「学校の規則を守っている」と答えた生徒 △ 「自分には、よいところがあると思う」

の割合が高く規範意識の高さやきまりを守る と答えた生徒の割合が低い。

ことの必要性が身についている。 △ 「将来の夢や目標をもっている」と答え

〇 教科問題について「最後まで解答を書こう た生徒の割合が少し低く、上記「自分には、

と努力した」と答えた生徒の割合が高く、何 よいところがあると思う」との関連で気に

事も最後まで粘り強く頑張ろうとする。 なる。

なお、ここで数学科の結果だけでなく、「国語科の結果」や「生活習慣や学習環境等

に関する結果」についても述べているのは、他教科や生活習慣・学習環境にも目を向け

て、数学科の授業を考えることが必要だと考えたからである。

２ 研究仮説

このような現状にある生徒に対して、さらに思考力・判断力・表現力を向上させるた

めに、次の研究仮説を設定した。

研究仮説
「個→小集団→全体」と学習形態を変え、教科の特質に応じて言語活動を充実させることで、

自分の考えをもち、それを数学的に表現する力を育成することができる。

〈数学科の特質〉共通する方法で解決するため、こだわって考え、用心深く表現する。

授業実践は、６月６日（金）１年数学「規則や基本形をもとに考える－魔方陣－」と、

１１月１０日（月）２年数学「順序よく考える－あみだくじ－」を行った。以下、この

２つの授業実践をもとに、思考力・判断力・表現力の育成について述べていく。
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４ 実践２ ２年数学「順序よく考える－あみだくじ－」

２年３組 数学科学習指導案 指導者 田中 俊光

場所 ２年３組教室

(1) 単元 順序よく考える－あみだくじ－

(2) 単元構成の意図

① 生徒は、適切な手立てを講じることで、考えたことを表現することに意欲的になる。

「文字式の利用」で、右の中心問題「たかし

君のクラスの人数」に取り組んだときのことで

ある。各班に１枚ずつのホワイトボードを渡し、

それを黒板に貼って発表させた。すると、班で

の相談を活発に行い、発表場面でも「文字を使う」「図を使う」「言葉を使う」などの多

様な考え方が出てきた。このように、適切な手立てを講じることで、生徒は考えたこと

を表現することに意欲的になるといえよう。

② 「順序よく考える」「他に影響がないところを使う」という考え方に適した素材である。

日常生活で物事を処理していくときに、与えられた時間を考えながら、優先順位を決

めて見通しをもって取り組んでいくという「順序よく考える」という考え方や、すでに

処理済みの部分に影響が出ないようにしながら、残りの部分を処理していくという「他

に影響がないところを使う」といった考え方が大切になる。

右は、中心問題「あみだくじのしくみ」であ

る。あみだくじは、途中までうまくいっても、

次に入れる横線一本で全部が台無しになり、振

り出しに戻ってしまう。右の〈図１〉は、下の

段の左端７から順序よく考え、すでに処理済み

の部分に影響がない右下を使ってつくり上げた

あみだくじである。また右の〈図２〉は、横移

動が一番多いものを、「順序よく考える」「他に

影響がないところを使う」の二つの考え方を使

って完成させたあみだくじである。〈図２〉が

「あみだくじのしくみ」である。

③ 言語活動を取り入れることで、思考を広げたり深めたりさせたい。

ノートに記録したり、仲間に説明したり、発表したりするなど、表現しないと何をど

う考えたかは分からないし自分でも確認できない。つまり、思考と表現は表裏一体のも

のと考える。そして、仲間の発言を聞いて自分の考えと比較することで思考が広がり、

記録しながら考えたり自分の考えを仲間に説明したりすることで思考が深まる。言語活

動を取り入れることで、思考を広げたり深めたりさせることができるのである。

そこで本時は、「班でコツを確認しながら取り組む」「見つけたコツを短い言葉で発表

する」などの言語活動を取り入れることで、「順序よく考える」「他に影響がないところ

を使う」という二つの考え方の定着をはかりたい。

(3) 単元の目標及び指導計画（全１時間）

｢順序よく考える｣｢他に影響がないところを使う｣の考え方をつかむ。…１時間(本時 1/1)

〈図１〉 〈図２〉
１２３４５６７８９１０ １２３４５６７８９１０

７５１０３６１８２４９ １０９８７６５４３２ 1

中心問題「あみだくじのしくみ」
上の段に１、２、３、…と順に数を並べ、下

の段に勝手に数を入れるとき、そこへ行き着け
るあみだくじをつくろう。

中心問題「たかし君のクラスの人数」
たかし君のクラスの人数は、男子が女子より３

人多いそうです。たかし君のクラスの人数は、偶
数でしょうか、奇数でしょうか。また、その理由
を説明しよう。



(4) 本時案

① 主眼 教師のつくり方をまね、班でコツを確認しながら中心問題「あみだくじのし

くみ」に取り組むことで、「他に影響がないところを使って順序よく考えれば

よい」と指摘できる。

② 準備 ストップウォッチ、三角定規

③ 学習の展開

学習活動・学習内容 指導上の留意点（※評価）

①中心問題「あみだくじのしくみ」をつかむ。 ①複雑な横線の入れ方をしないよう確認

めあて あみだくじを、早く・確実につくる。 する。

中心問題「あみだくじのしくみ」

上の段に１、２、３、…と順に数を並べ、下の段に勝手に数を入れるとき、そ

こへ行き着けるあみだくじをつくろう。

②〈個による一人学び〉中心問題「あみだ ②「試行錯誤」から「他に影響がないと

くじのしくみ」に、自分なりに取り組む。 ころを使って順序よく考える」へと教

・試行錯誤で考える。 師が方向づける。

・下の段の端から考える。 ・８分間時間をとり、ストップウォッチ

・上の段の端から考える。 で計る。できた生徒に時間を知らせ、

･横の動きが大きいところから考える｡ 入れた横線の数を問う。

・教師のつくり方をじっくり見る。 ・教師が黒板に無言でつくって見せる。

③〈班での学び合い〉４人班で、コツを確 ③１０分間時間をとり、まず７分間で相

認しながら、あみだくじをつくる。 談しながらあみだくじをつくらせる。

次に３分間でコツをまとめさせる。

④〈全体での学び合い〉見つけたコツを短 ④班ごとに発表させ、教師が板書する。

い言葉で発表する。 ・「同じコツを見つけた班は？、他のコ

・下の段の左端から順にやる。 ツを見つけた班は？」という言葉で発

・同じ場所を使う。 言をつなぐ。

・右下を使う。 ・発表の様子を観察し、「順序よく考え

・ひいた横線より上は× る」「他に影響がないところを使う」

・影響がないところを使う。 等の表現を価値づける。

⑤〈個による一人学び〉教師が決めた下の ⑤本時の振り返りをする。

段の数の並び「⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①」 ※「もう一度つくれと言われたら、あみ

で、目標タイムを決めて、あみだくじを だくじをつくれそうな人？」と尋ね、

つくる。 挙手させる。
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数
を
並
べ

、 下
の
段
に
勝
手
に
数
を

入
れ
る
と
き

、 そ
こ
へ
行
き
着
け
る
あ
み
だ
く
じ
を
つ
く
ろ
う

。

目
標
タ
イ
ム
２
分
３
０
秒

１
２
３
４
５
６
７
８
９

10
1
２
３
４
５
６
７
８
９

10

〈コ
ツ

〉

1
２
３
４
５
６
７
８
９

10
・
端
か
ら
順
に
や
る

。

・
下
の
段
の
左
端
か
ら
や
る

。

・
同
じ
場
所
を
使
う

。

・
右
下
を
使
う

。

・
ひ
い
た
横
線
よ
り
上
は

×

・
影
響
が
な
い
と
こ
ろ
を
使
う

。

７
５

10
3
６
１
８
２
４
９

10
２
７
８
４
９
５
１
６
３

10
９
８
７
６
５
４
３
２
１

本
時
の
流
れ

①
中
心
問
題
を
つ
か
む

。

③
班
で
相
談
し
な
が
ら
取
り
組

④
全
体
で
共
有
す
る

。

⑤
再
度

、 個
で
挑
戦
す
る

。

・

「複
雑
な
横
線
を
入
れ

み

、 コ
ツ
を
ま
と
め
る

。

・

「見
つ
け
た
コ
ツ
を
短
い
言
・

「自
分
で
目
標
タ
イ
ム
を
決

る
の
は

、 な
し
で
す

」

・
「時

間
は
１
０
分
間

、 最
初

葉
で
発
表
し
よ
う

。

」

め
て
く
だ
さ
い

。

」

②
個
で
追
究
す
る

。

の
７
分
間
で

、 班
で
相
談
し

・

「同
じ
コ
ツ
を
見
つ
け
た
班
・

「下
の
段
は

10

、 ９

、 ８

、

・

「時
間
は
８
分
間

、 あ
な
が
ら
あ
み
だ
く
じ
を
つ
く

は
？

、 他
の
コ
ツ
を
見
つ
け

７

、 ６

、 ５

、 ４

、 ３

、

み
だ
く
じ
が
で
き
た
ら

っ
て
く
だ
さ
い

。 最
後
の
３

た
班
は
？

」

２

、 １
で
す

。 で
は
始

ハ
イ
と
言
っ
て
手
を
挙

分
間
で

、 コ
ツ
を
ま
と
め
て

・

「な
ぜ
右
下
を
使
っ
た
？

」

め

。

」

げ
て
く
だ
さ
い

。

」

く
だ
さ
い

。

」

・大
切
な
コ
ツ
を
□
で
囲
み
ま

・

「線
を
何
本
入
れ
た
？

」

・

「ど
こ
か
ら
始
め
る
？

」

と
め
と
す
る
。

・

「こ
れ
が
あ
み
だ
く
じ
の
し

・

「ど
こ
を
使
う
？

」

く
み
で
す

。 美
し
い
ね

。

」

数
学

」

順
序
よ
く
考
え
る
－
あ
み
だ
く
じ
－

「

（２
年
３
組

）

平
成
２
６
年
１
１
月
１
０
日

（月

）５
校
時

２
年
３
組
教
室

本
時

1/
1

下
松
市
立
下
松
中
学
校
指
導
者

田
中
俊
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５ 成果と課題

授業づくり拠点校研修会では、２年数学「順序よく考える－あみだくじ－」の授業後、

「数学科における言語活動を活性化させるコツ」をテーマにワークショップ形式による

研究協議を行った。そのときに出た意見を整理すると、次のようになる。

成 果 、よ か っ た 点 課 題

めあ ・めあてが、生徒に合っていた。 ・「順序よく」「他に影響がないように」をも
て っと強調した方がよい。

中 ・個々の生徒が解決しようと一生懸命になる、 ・普通、あみだくじは、こんなふうにはつく
心 その気にさせる問題。 らない。
問 ・一見難しそうだけど、できそうな問題。 ・少し難しかった。
題 ・「できた」と実感することができる問題。 ・数学の単元への位置づけは？

・取り組む前に「何とかなりそうな人？」と、 ・「教師のつくり方をじっと見る」は、必要
生徒の見通しを訊いたこと。 ないと感じた。

個 ・タイムを計ると、生徒のやる気をそそると感 ・コツは、言葉にはしていないが、教師が見
じた。 せている。

・できた生徒にコツを途中まで発表させること
で、できなかった生徒も見通しがたった。

・７分間あみだくじをつくり、３分間コツをま ・あみだくじをつくることに熱中していて、
小 とめると設定したので、生徒は時間の見通し コツの話合いが活性化しにくかった。
集 をもって取り組むことができた。 ・大きいﾌﾟﾘﾝﾄがあった方が話しやすかった。
団 ・「簡単な言葉で」とあったので、まとめやすか ・全部の班で同じ数の並びで取り組ませた方

った。 がよいと思う。

・班で出た意見を１つずつ発表させることで、 ・生徒の意見をもう少し聞いてみたかった。
全 全ての班に発表の機会があった。 ・「簡単な言葉で」としない方が、いろいろ
体 ・不十分であった発表に、再度グループ内で話 な表現のし方が共有できるのではないかと

を詰める時間を設けた。 感じた。

振 ・めあてと対応していた。
返 ・どの生徒も、めあてを達成できたと実感でき
り たし、「順序よく考える」ことも学べた。

このことと、県教育庁義務教育課指導班の指導助言から、次の３点が明らかになった。

(1) 生徒の側に立った「めあて」の設定と、それに対応した「振返り」が大切である。

つけたい力は、「他に影響がないところを使って、順序よく考える」であるが、生

徒の興味・関心を考えて「あみだくじを、早く・確実につくる」をめあてとして生徒

に示した。そして、振返り場面で「次は、あみだくじがつくれそうな人？」と訊いた。

(2) 時間を指示することは、充実感や見通しをもたせることにつながる。

個での活動の場面で、あみだくじを完成させる時間を計ることで生徒の意欲を持続

させ、できた生徒に充実感を味わわせることができた。また、小集団での活動の場面

で、時間を示すことで、生徒は見通しをもって話合いを行うことができた。

(3) 「個→小集団→全体」と学習形態を変えると、表現する機会を増やすことができる。

学習形態を変えながら「無言で示す→しくみについて考えさせる→言葉で表現させ

る」ことで、生徒の気持ちが「あみだくじを完成させたい→コツを知りたい→見つけ

たコツを説明したい」と変化していき、班の仲間に説明、班の代表として全体で説明

というように、表現する機会を増やすことができた。

課題としては、「数学の単元への位置づけ」が残った。身近な事がらから素材を選ぶ

時点で、できれば数学の学習内容と関連したものが適切であると感じた。


